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　　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会：会報
河原井さん・根津さんらの「君が代」解雇をさせない会ニュース
　　　　　　　　　　　　　　ＮＯ７　発行：２００7年３月２４日

連絡先：〒１８６－０００４　東京都国立市北１―１－６　コーポ翠１階

多摩島嶼教職員組合（略称：多摩教組）ＴＥＬ０４２－５７１－２９２１　ＦＡＸ 042-５７４－３０９５
　　　　　　　　　　郵便振込口座：００１１０－４－２７９５９５

　　　　　　　　　　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.din.or.jp/~okidentt/nezusan.htm
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　卒業式の翌日3月20日に、二人は「処分執行差し止め請求」を裁判所に提訴し、そのあと、会として都教委に下記の要求書を提出しました。

　　　　　　　　　　　　要　　求　　書
2007年3月の公立学校卒業式の際、「自らの教育信条から君が代起立・伴奏を拒否した教員」に対して、東京都教育委員会は処分を前提とした事務作業を進めています。私たちは、貴委員会がそれらすべての作業を中止するよう強く要求します。

　私たちは、2003年10・23通達が、卒業式・入学式

時の「日の丸・君が代」の強制をした時から、今日の憲法下における学校教育の根本を破壊するものであると捉え、かねてから反対しその撤回を要求しています。東京都教育委員会が、全国的・全都的な多くの反対の世論を無視し、この通達実施のため、強迫と処分をセットに学校を恐怖で支配していることは、今や明白な事実です。
　中村正彦教育長は、3月2日の朝日新聞紙上で、この問題について「職務命令には従うべき」と言い、「子どもがその（＝不起立・不伴奏）先生方を『立派だ』と評価するのは教育上、良くない」と平然と言ってのけています。不起立教員を一掃し、子どもたちの目に触れさせない。そうして子どもたちに起立斉唱を徹底する、強制するものであることを言外に言っています。「国旗・国歌法」成立の当時危惧された事態が今、都教委によってひきおこされています。

　この目に余る行政姿勢に対し、司法界からも違憲違法判決が出、懸念する声があがっています。2007年2月27日最高裁第三小法廷では、「君が代伴奏拒否」教員の訴えに対して上告棄却という判決が出ましたが、藤田宙靖（ときやす）裁判官からは、「君が代斉唱の強制自体に強く反対する信念を抱く者に、公的儀式での斉唱への協力を強制することが、当人の信念そのものへの抑圧となる」と付帯意見がつけられました。これは最高裁段階でも、この問題について意見が分かれているということを示しています。昨年10月の北海道人事委員会裁決では「強制することは教職員の思想、良心への不当な侵害」と断じたことに加え、「生徒にも意見表明の機会を与えられるべきであり」それをしないのは「子どもの権利条約に反する」と言及していますし、9月21日には、東京地裁の難波裁判長が「起立し国歌を斉唱する義務のない事を確認する」と、明確に言い切っています。また、本年２月第二東京弁護士会は河原井さん根津さんに、日本弁護士連合会は根津さんに都教委に対し不当処分を出さないよう警告書を出しています。

　特に、河原井さん根津さんは、昨年の不起立停職処分取り消しを求めて訴訟中です。係争中の案件に関して司法判断が出る前に累積処分を科すような、司法無視の独裁的行政を都教委はただちにやめてください。　

　河原井さん根津さんは、昨年から停職処分を受け続け、すでに取り返しがつかないほどの不利益を受けています。本日二人は、処分執行差止請求を裁判所に出しました。昨日の卒業式で二人が不起立をしたことで処分を受けることは絶対許されません。許しません。



　２月前半まではなかなか署名の数が増えず少しやきもきしていたのですが、２月後半から続々と届き、コピーしたり整理したりとうれしい悲鳴を上げました。

　北は北海道から南は沖縄まで全国各地から届いたこと、どうやって集めてくださったのだろうと思うほどの分厚い署名用紙の束、また「少ししか集められなくて申し訳ありませんが」とか「毎日持ち歩いていたので汚れてしまいましたが」とか添えてくださったさまざまなひと言から「君が代」不起立の処分を絶対これ以上許してはならないという熱い思いが伝わってくるようでした。また、ドキュメンタリー映画「君が代不起立」を見て、河原井さんや根津さんの話を聞いて感動したのでとの言葉を添えてくださった方も何人もありました。「○○さんから頼まれて」と署名の輪を広げて下さった様子が見えるようなものもありました。

　たくさん署名を集めたいとは思っていたのですが、一枚一枚の署名用紙にこんなにも思いが込められているのだと封を開けながら胸が熱くなりました。本当にありがとうございました。
　そして、そんな皆さんからの思いを少しでも伝えたいと３月８日、それまでに集まった５０２９筆の署名をさせない会メンバー６人で届けに行きました。
　最初は、河原井さんの勤務先都立八王子東養護学校に行きました。事前に電話で来訪を告げると「来ないでくれ、受け取らない。」と頑な校長だったのでどうなるか心配でした。受付前で副校長が「私が預かります。」と言うのを「是非手渡したい。」と押し問答の末、校長が出てきてやっと手渡すことができました。ほとんど話ができなかったのはちょっと残念でした。

　次は根津さんの勤務先町田市立鶴川第二中学校です。ここは校長室でおだやかに趣旨を説明して手渡すことができました。けれど根津さんと生徒との関わりについての懸念などを少し話し始めると「そんなことまで話すとは事前に聞いてない。」と急に態度を変え早く帰れと言わんばかりでした。

　次に向かったのは町田市教委。教育長や委員長は不在とのことで課長に手渡しました。事務的ではありましたが丁寧に受け取ってくれ、翌日にある定例の教育委員会に報告するとの言葉をもらい間に合ってよかったとほっとしました。この日はここまで。

　都教委には３月１２日に渡してきました。また、３月９日以後に届いた分は２回目として届けたり郵送したりしました。
　この署名は「処分をするな」という趣旨の署名ですので３月いっぱいで終了とします。

　集めてくださった方々に心から感謝します。ありがとうございました。機会がありましたら、署名をして下さった方々にもお礼と今の状況をお知らせいただければうれしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　卒業式報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子
■　職務命令は当日、私だけに発せられた。
8時15分、職員打ち合わせにもかかわらず、副校長が私の席に来て、「校長室に来てください」と告げた。理不尽なことだと思ったが、優先しなければならない仕事を済ませ8時25分、校長室に行くと校長は待ち構えるようにして私の前に立ち、「本日の卒業式での国歌斉唱の際、起立をしてください。これは職務命令です」と言い、手に持っていた職務命令書を私に渡そうとした。

根津「なぜ職務命令を発するのですか」

校長「私の意思です」

根津「私の、ではなくて、職務上のどういう意思かを訊いています」「職務上の理由を教育の条理に照らして説明してください。そうでなければ職務命令として有効ではないはずです」

校長「職務命令です。命令です。命令です。命令です。命令です。命令は地公法で従わなくてはいけないことになっている。あなたはよく知っているでしょう」　　
根津「東京地裁の9・21判決をご存じですね。また、第二東京弁護士会と日本弁護士連合会が根津に起立を強制しないこと、処分をしないことという趣旨の警告書を出しているのをご存じですよね。教育の条理に照らしての説明がされない、職務命令と言えるかどうかわからないものを私は受け取ることはできません」

このようなやり取りをして私は職員室の自席に戻った。

１分ほど後、校長は私の席に来て、「受け取らないから机の上に置きます」と言い、職務命令書らしき文書を１枚置いて立ち去った。私はすぐにそれを持って校長を追い、校長が校長室に入ったところで、「説明がされないので、お返しします」と言って、校長の横隣にあったいすの上にそれを返した。今日になるも私は、職務命令書を読んではいない。

なお、口頭による職務命令及び職務命令書は、私だけに出され、鶴川二中の他の職員には発せられも、渡されもしていない。

■　「国歌斉唱」で
卒業式が始まった。「これから卒業式を始めます。皆様ご起立ください」と言う司会のことばで、私を含む会場内の人は起立した。「開式の言葉」に続き、「国歌斉唱」と司会が発声したところで私は静かに着席した。私が着席するや、私の着席を現認するために、私の後ろ右隣にいすを置き、座っていた副校長が私の右横に来て、「根津先生、職務命令が出ていますので、お立ちください」と２回繰り返した。私が黙っていると副校長は、私から離れた。数分して副校長の座っていたところに目をやると副校長の姿はなく、いすも取り払われていた。私の不起立を現認するためだけに設けられた席だったことがわかる。

「次は停職６ヶ月？教員生命あと１年？」ふっと頭をよぎった。

■　その日のうちに事情聴取
卒業式が終わり、この後「卒業生の見送り」をする、という段階で、言ってみれば卒業式はまだ終わっていないという時に、校長・副校長は私を事情聴取した。まるで、すれ違いざまの立ち話のように。

　校長「国歌斉唱の際根津さんが座ったのを私は見ていないが、副校長が確認をしました。座りましたね」

　根津「教育の条理に照らして職務命令として有効か、その説明を求めたのに説明はありませんでした。そんな状態で職務命令とは言えないでしょう？」

　校長「立たなかったことを確認しているんです」

　根津「立ったか立たなかったかだけが問題。これでは校長は、教育の条理は関係ない、と言っているようなものですね」

　校長「職務命令を出したのに聞いてもらえなかったので、市教委に報告します」

こう言い置き、私の言葉をさえぎり、校長・副校長は引き上げて行った。

教育に携わる校長たちに、なぜ私が起立できないのか、その理由を聴いてほしい、意見を交わし一緒に考えてほしいと思うと同時に、まったく聴く耳を持たない彼らの対応に怖いものを感じた。

その日のうちに、町田市教委による事情聴取が学校の中で行われた。まるで刑事犯を職務質問するような態度の指導課長は、私に名前、生年月日、担当学年及び校務分掌を訊いた後、「本日行われた鶴川二中の第34回卒業式の『国歌斉唱』の際、起立しませんでしたね。このことについては、副校長が確認をしています。事実ですか」「副校長から立つよう、指導あるいは注意をされましたね」と訊いてきた。

私にはこの卒業式がこの学校での初めての式。驚くことがあった。それは、職員席に１、２年生担当の職員がほとんどいなかったこと。外回りの警備担当や放送担当の人以外は職員席につけるはずだが、いない。よく見ると、会場後方の壁に何人も立っていた。職員のいる場所をこと細かく指定する必要はまったくないと私は思うから、同僚たちの選択について異論は全くない。

しかし、校長及び市教委の対応には納得できない。市教委は「指定された席で・・・起立」することを、通達とセットで発した「実施指針」に明記しており、それに基づいて、校長が私に職務命令を出し、事情聴取、処分を行っている。校長は、他の職員には職員席につくよう「指導」せず、職務命令を出さず、私には職務命令を出し、処分発令に向けて事情聴取に乗り出す。全く公平ではない。

私はそのことを梅原課長に話しましたが、課長は、「他の人のことではなく、あなたに訊いているんです」としか、言わなかったこれだけで事情聴取は終わり。私の訊きたいことには一切答えないままに。

　次に来るのは、都教委による事情聴取。それを経て、処分か？！

■　私の思い

私は生徒たちが自分の頭で考え判断できる人に、「真理と平和を希求する」（改定前の教育基本法）人になってほしいと願い、仕事に当たってきた。ものごとの見方考え方を生徒に押し付けるのではなく、生徒たちが知識や資料をもとに考え合い、意見形成ができるような指導を心がけてきた。この営みが教育行為だ。

　しかるに、今都・市教委が進める「日の丸・君が代」は、生徒たちに「君が代」の歌詞の意味さえ知らせずに、起立斉唱だけを指示する。こうした行為は、教育を否定し、破壊する行為だ。また不服従の教員を処分することで徹底させるこの強制の仕方は、生徒たちに「命令には考えずに従うもの」「長いものには巻かれよ」と教えるようなもの。

私は、生徒たちを前に、教育を否定すること、生徒たちの成長を阻害することに手を貸すことはできない。2003年10・23通達から４年が過ぎた今、世の中は、あの頃よりもずっときな臭くなっている。反対するのは「非国民」という風潮が起きている。だからなおさらのこと、私は思う。どんなに処分をされても、都・市教委のやり方に加担はできないと。

都教委の意に沿わない教員は処分で脅し、あるいは停職・免職にして現場から排除する。このような独裁的都の教育行政に、私の教員生命を脅かされ奪われ、生存権を脅かされるのは納得がいかない。「君が代」不起立に対して、累算式加重処分をする東京の教員であるがゆえに、停職・免職に追い込まれるのは、公平性の問題から見ても全くおかしなことだ。

　報道によると、都知事選候補予定者４人のうち２人が、都教委の「君が代」強制・処分をおかしいと言っている。「余人を持って替えがたい」息子を持つあの方には、どうしても引き取ってもらおう。東京の教育破壊を食い止めるために。　　　（3/19）

☆処分をさせない、いろんな動きがありました。☆①２月、都教委に対し第二東京弁護士会から河原井さんと根津について、日本弁護士連合会から根津について、警告書が出されました。「１０．２３通達を撤回すること。懲戒処分を取り消すこと。今後起立を強要しないこと。今後起立しなかったことを理由としていかなる不利益処分も科さないこと」という内容です。②卒業式の直前に小森陽一さん（東京大学大学院教授）と賛同者のお名前を連ねた要請書が都市教委および校長に届けられました。③鶴川で開催された「君が代不起立」上映会がきっかけで立ち上がった「根津さんを支える町田有志の会」からも要求書が届けられました。


　　　　　　　　　　　　　　　春陽に　日の丸君が代　何に語る
　日常的な不服従として不起立５回めとなる　　　　　　　　　　　　　河原井純子
　3月18日　深夜

　いよいよ明日高等部の卒業式である。前回は停職1ヶ月に卒業式と入学式がかぶさっていたので、久し振りの卒業式である。

　いろんな想いがよみ返ってくる。日の丸・君が代なぞ存在しなかった頃の入学式・卒業式。それはまさに授業そのものであり、儀式ではなかった。みんなで共同してひとつのものを造り出す喜び、「命令」からは決して生まれないのびのびとした躍動!!なぜ持続することができなかったのか。2003年10.23通達、学校現場で、教育現場で絶対に受け入れてはいけない命令書であった。どうして、ひとりひとりの教員の力で白紙撤回できなかったのか。あんなに「日の丸・君が代」の強制に反対していたのに……なぜ　なぜなのだ。

　気付いたら、3月19日になっていた。いつものように3時半起床。ゆったりと朝風呂に入り出勤する。7時過ぎＪＲ豊田駅でＨさん（ビデオプレス関係者）と一緒になる。駅から学校まで約30分。東京の教育のこと、学校のことなどを話しながら歩く。京都で少年時代を過ごし、『入学式・卒業式に「日の丸・君が代」などなかった』と話してくれる。10.23通達は、入学式を変え、卒業式を変え、学校を変え、教員を変え、そして、子どもたちを変えようとしている。そんな話をしていると学校の校門に辿り着いていた。7時40分ごろ別れる。

　

　8時30分の始業までいつものように過ごす。

　9：15体育館に生徒達と移動する。

　9：30　3分程遅れて高等部卒業式始まる。今年度は11名の卒業である。卒業生が

拍手の中で入場。入場が終了すると、「一同起立してください」そして「国歌斉唱と

続く。静かに座る。前列で来賓としてみえていた共産党都議のＭさんも不起立してい

る。背中があたたかい。その隣に、あのＫ都議が起立して歌っている。周りをキョロ

キョロと見回している。私の心の中には「現在を問い未来を孕みたい」（河原井さん

が1回目の不起立時にまとめた詩）という詩が刻まれていた。後ろから田村副校長が

近付いてきて、「校長先生が出している職務命令に従ってください」と言う。「たちま

せん。」と首を振って応える。「9時37分現認しました」と言って去る。座り続けるＭ

都議の背中に連帯を感じる。うれしさがこみあがる。東京都教育委員会、半沢指導主

事の祝辞はパラリンピックのことなども話しながら、東京オリンピックの話もする。

（都立高校の祝辞よりはかなり控えめであったが…）卒業式になんと5名もの指導主

事が来校している。多すぎますね。教育庁指導部・半澤副参事、義務教育心身障害

教育指導課・井上指導主事、同・和田指導主事、同・金子指導主事、同・山本指導

主事。この騒ぎ、税金の使いすぎではないでしょうか。大名行列ですね。許すまじ。

　11：10～11：20視聴覚室で事情聴取　祐成校長　田村・大伊副校長

　“32年の教育実践、教育活動を通しても、どうしても起てず”と話す。9；37に現認したことを再確認する。都知事候補者で高裁控訴をとりさげる公言している人が2名いる。君が代処分も今後わからず、「知事が変われば、この状況もわかりませんよ」と話したら、「立場がかわりますか」心配そうな校長である。管理職3人とも威圧的ではなく、対応は気味が悪い程穏やかである。卒業式での不起立は教育活動である。今まで出会った子どもたちへの責任。“自分で考え判断して行動する、おかしいと思ったこと、へんだと思ったことについては、はっきり「ＮＯ」と意思表示すること”を実践のなかで伝え続けてきた、と校長に伝える。

 おわりに
 　9.21の難波判決、これを日常的な営みにとずっと思っていました。そして、さらに「君が代不起立」に拡がりをと願ってきました。しかし、現状は職務命令が出ていない予行でも「君が代」時に起立している。この時の不起立に対して校長室の呼び出しはなし、でした。

　こんなことがありました。びっくりびっくり、驚きました。でも、現実です。

　3.16（金）a.m.8：15ごろ前任の調布養護学校渡辺校長よりTelが入る。Telの内容はこうでした。①3月22日調布養護学校の卒業式の案内状を発送したが、手続きの誤りで河原井さんは校長として対象外。処分を受けているのでふさわしくない、校長の権限で決定している。案内状取り消しです。　私が祝電を打ったらどうするのですか、と問うと、②たとえ祝電がきても公表しない。祝電はなかったものとする。最悪の校長。人間としての良心をもっていないのか。排除のなにものでもない。「全てを公表します……」と電話を切る。4時過ぎに再びTelが入る。祝電の件。祝電の内容は読み上げないが、祝電をくれた人として名前だけは公表する。・・・と訂正してくる。被処分者に人権はないのでしょうか。

　でもでも、私は決してあきらめない。がんばらない。あきらめないで歩き続けることをあらためて確認しました。

  2/23（金）中野ゼロ　小ホールで行われた上映会には、350名の方が参加をされました。その時のアンケートを以下に抜粋させていただきます。また、ビデオプレスの方からの報告によると、その後、京都・八王子・小金井・パリ・鶴川・町田・浦安において上映会が次々と開催されたようです。英語版ＤＶＤも完成し、近く外国人記者クラブでも上映会が予定されているとのこと。この映画をたくさんの方々に観て頂きたいと願っています。





　河原井・根津停職処分取り消し訴訟第３回法廷報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津　公子

３月２２日は、標題の法廷の前に、河原井さんの減給１ヶ月および６ヶ月処分取り消し訴訟の第１回法廷が１０時から、そして１１時からが２人の法廷とうまい具合に予定されていた。２件とも民事１９部に係っているので、裁判所の配慮なのかな？今日も、いつものように４０人もの方が傍聴してくださって、法廷に活気がみなぎっているように感じたのは、私の主観的受け取り方なんでしょうか？「傍聴に行けなくて」とご丁寧にメールを下さる方がいらしたり、たくさんの方に支えられていることを感じます。

今回は、前回被告都教委が提出した準備書面に対する総括的反論と都教委の「君が代」強制と処分が教育基本法１０条１項違反の「不当な支配」に当たることを述べ、それに照らして養護学校ではどうだったか、立川ではどうだったかを検討し主張した準備書面（１）を提出しました。書面で提出するだけでなく、代理人である４人の弁護士（岩井さん、萱野さん、戸田さん、和久田さん）がその場で要旨を説明してくださったので、傍聴者にも内容が伝わったと思います。

原告の主張については、次回から紹介していきます。

原告準備書面（全１４６ページ）、被告都教委の主張の矛盾を突き、完全に論破しています。面白いです。お読みになりたい方はお申し出ください。できれば、Ｅメールでお願いします。

ここに、２月２日付都教委の主張とそれに対する一言を載せます。

1 「拒否する教員がいた場合、・・・生徒としては、起立してもいいし、しなくてもよいと受け取ってしまう。・・生徒の学習権を侵害するものである」となんとも正直に言う。職務命令の究極の目的が、生徒への強制（=刷り込み）にあることを完全に認め、子どもの思想・良心の自由までも否定する。

2 「日の丸・君が代に対して、憲法が掲げる平和主義・国民主権の理念の象徴としての役割を期待しているのだから、特定の内容の理論や概念を教え込むものではない」と言う。本件職務命令が思想・良心の自由を制約するものでないことを正当化するための論なのだろうが、都教委の一方的な理論や概念を教え込むことを明言したようなもの。

3 教育委員会は、国民の教育に対する意思を反映する組織として設置されたものであること。また、職務命令は詳細でないと遂行すべき職務が特定できないこと。だから、教育委員会がこと細かく決めることは「不当な支配」に当たらない。国は「大綱的基準」を逸脱してはいけないが、地教委はいいのだ。と主張し、本件職務命令を正当化する。地教委は何をしても、１０条１項違反にはならない??!
4 「自らの自由意思で公立学校教職員という特別な法律関係に入った者であることを忘れてはならない」（「好きでなったのだから、我慢するのは当然でしょ」と聞こえてきそう）と言い、だから、原告らの思想・良心の自由が制約される点があったとしても憲法１９条違反には当たらない、と主張する。特別権力関係論という、この理論は、学会では完全に否定されているのにそれを持ち出し、本件職務命令を正当化する。
・・・と、ここまで言うか?!　というような都教委の主張じゃありませんか?!それは、焦りなのか、それとも、教育基本法が変わったことから気が大きくなったのか、どちらなんでしょう・・・？

いつも様々なご支援ありがとうございます。２００６年の２月に「累積処分をするな署名」から出発し、６月に会員募集をして本格的な活動に取り組みました。署名集め・駅頭・都庁でのビラまき・要請行動そして裁判闘争等々です。裁判に勝ちたいとの決意から膨大な資料を駆使しています。(コピーだけでも１メートルを超える量です)。そして毎月、ほうせんか・解雇させない会ニュースを発行して状況を届け、怒りと希望の共有を心がけてきました。これらの活動は全国の仲間からの会費とカンパによって支えられています。　

さてニュース発行だけで年間１人当たり１０００円がかかっています。通信にかかる費用は現在会費会員とカンパ会員計３６０名の方からの支援から捻出しておりますが、メール便は９００名程にお届けしております。多くの方にニュースを届けたいのは山々なのですが、裁判費用が更にかかることを考えるとかなり厳しい状況です。本当に心苦しいのですが、この裁判が歴史の一歩を切り開くことを願い、重ねてお願いする次第です。

ぜひ河原井さん・根津さんらの「君が代」解雇をさせない会の会費会員になって下さい(年会費２０００円です)。そして、継続もよろしくお願いいたします。

継続年会費は原則６月に集めさせていただきます。新規会員は入会の際にいただいております。(会費及びカンパ会員の方には封筒の宛名の所に番号を書かせていただいております。)

　　　　都教委事情聴取に呼ばれた

　　　３月２３日３時に河原井さんと私が、４時に渡辺厚子さん（北養

　　護学校）が都教委の事情聴取に呼ばれた。私と渡辺さんについては、

今朝学校に行って告げられたもの。偶然にも３人が同じ場所に呼ばれ、私たち

はそれぞれに弁護士の立会いを求めた。都教委は私たちに、起立したかどうかだけを聞くのではなく、なぜ起立できないのかをしっかり聞くべきだ、聴いてほしいと思い、公平・公正な弁明の機会を求めた。

私を担当することになった人事部副参事Ｓ氏も、河原井さん、渡辺さん担当者も、多少の性格的な違いはあっても、こちらの話を全く聴かないという点で同じ。「代理人の同席は認めていない。これは都教委の裁量だ」の一点張り。Ｓ氏は、「過去、代理人同席の先例はない」と、私に嘘の説明で乗り切ろうとしたので、2001年10～11月に私が代理人同伴で聴取されたことを指摘し、発言の撤回を求めたところ、対応を中断して室内に戻ってしまった（この件について、申入書を内容証明郵便で送達する）。河原井さんの担当者は、気が短いようで、「事情聴取を受けたい」と言う河原井さんの話をまるで聞かず、「拒否ですね」と繰り返す。3時に呼んでおいて、3時3分に引き上げて行った。渡辺さんの担当者は彼女の言うことに答えられず、黙ってしまうことも多く、しかし40分後、「裁量」「拒否」を繰り返して立ち去った。私たちは、事情聴取を受けたいと言い続けているのにだ。処分のための

　　通過儀礼として、形だけ事情聴取をすればいいと考えている都教委の姿

　　　勢が、よく映し出されていた。

　　　　心配して駆けつけてくださった方々、ありがとうございました。




抗議先　教育情報課


tel 03-5320-6733


fax 03-5388-1726


〒163-8001


　新宿区西新宿２-8-１
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二人の所属学校の校長が「市・都教委に事故報告を出す」など、処分を前提にした動きが見られます。直ちに、処分を前提にした一切の動きをやめてください。取り返しのつかなくなるような処分に絶対反対します。
































全国から心のこもったたくさんの署名


７０５０筆（3/19現在）ありがとうございました!!








　　　恥ずかしい大人、見抜く子ども


　　　　　　　　　　　　　　　根津公子


２０日は立川二中の卒業式でした。卒業生が２年生の時私が所属した学年であり、１年間授業も担当したので、やはり多少とも感慨深いものがあります。昨日は何度となく、彼らのことを思い出していました。そして夜、一人の卒業生から次のようなメールを受けました。


　　　　　　　▽▽▽　　▽▽▽　　▽▽▽　　


こんにちは。お久しぶりです。今日が卒業式でした。朝、校門にピンクの紙を持った方々がいて、その紙を受け取ると、君が代について書かれたものだったので、すぐに根津先生関係の人だったのだとわかりました。しかし、学校に入ると、学校の先生たちが大きな水色のゴミ箱を傍に置き、立っていました。そして、「その紙、いいですか？」と声をかけてきました。ぼくは「いいです」というあまり返答になっていないことを言い、紙を持ったままその場を通り過ぎました。この学校側の対応を、ぼくはあまりよく思っていません。捨てるのも、とっておくのも生徒・保護者の自由なのに、と思うからです。


　その後、卒業式が始まり、祝電披露になると、他校へ行かれた先生方からの祝電をたくさんいただいていたことがわかりました。ですが、司会の先生が、「時間の都合上、ここからはお名前だけをのべさせていただきます」と言い、その名前の中に、根津先生の名前がありました。他校へ行かれた先生方の祝電は、普通読むはずなのに、根津先生のだけ読まれなかったのです。ぼくは、これは「時間の都合」ではなく、「都教育委員会の都合」だと考えます。この対応も、ひどいと思います。


　ぼくは、別に君が代に特別な思いもないし、歌うことに抵抗はありませんが、不起立や歌わないなどを理由に処分することにはものすごく憤りを感じます。


でも、このような考えが持てたのは、立川二中に根津先生がいたからです。先生がいなければ、不起立問題も知らなかっただろうし、考えもなかったと思います。


　先生、２年間でしたが、ぼくに家庭科（←蒸しパンおいしかった(笑)）と、時事問題（？）を教えていただき、ありがとうございました。お身体にお気をつけて、戦い続けて下さい。応援しています。（ピンクの紙は保管しておきたいと思います）








06年度卒業式　3.19（月）


　　　二人の報告











２００７．３．１９　いい日に


　　　卒業式





「君が代不起立」―ひとりから始まるー


東京大上映会にご参集ありがとうございました。








（アンケートから）映像に記録された出来事だけでなく、映画に出演された方々の教育に対する想い、長年に渡って学校で出会ってきた生徒たちとのつながりが映像と映像の間ににじみ出てきて、とても共感できました。「校門」でのドラマを感じました。起立・不起立という行動、その後の訴訟などはマスコミでも報じられましたが、ひとりひとりの教員の思い、生徒の思い、保護者や教職員組合の反応など、様々な情況が見えてきて大変よかったです。「私が私らしくありたい」ための「ひとりから始まる」意思表明、行動。小さいけれども、ひとりひとりが一歩を踏み出すことが「何かが変わる」勇気を頂きました。1980年代の外国人登録法における在日朝鮮人指紋押捺拒否運動のことを思い出しました。2003年10・23通達の５日前、2003年10月17日、東京都と警視庁、法務省、東京入国管理局は「５年間で不法滞在者を半減する」宣言を発し、日本に滞在する非正規滞在外国人二十数万人の「外国人狩り」を開始しました。日本経済の基盤を支え、地域社会や職場に生活を築いてきた彼らの生活が根こそぎ奪われようとしています。彼らには「市民権」も「生存権」も与えられていません。「市民的不服従」の闘いが日本社会全体を変えるところまでがんばらないと行けないと思います。








上映会当日の落し物


紫の革ペンケース


連絡先　小川


　　　042-667-3692


住所をお知らせください。





上映会当日会員になられた方へ


会員募集裏面に会則の印刷がなく、お詫びいたします。


　　　　　　　会則


１名称　河原井さん根津さんらの「君が代」解　　　


　　　　 雇をさせない会


２　連絡先 多摩島嶼教職員組合


　　　　〒186-0001国立市北1-1-6コーポ翠


　　　　Tel 042-571-2921  Fax 042-574-3093


        Mail � HYPERLINK "mailto:U6876JZ423M@asahi-net.or.jp" ��U6876JZ423M@asahi-net.or.jp�


3　目的・活動


　・「君が代」で解雇はさせない、そのための取　　


　　り組みをする。


　・河原井さん根津さんの停職処分の撤回裁判


　　を支援する。


４　会費　　　年会費　2000円


５　月1回定例会をもち、必要に応じて臨時の


　　会をもつ。


６　会報　必要に応じて会報を発行する。


　口座番号　　00110-4-279595


　口座名称　河原井さん根津さんらの「君が代」


　　　　　　解雇をさせない会








　　「君が代不起立」上映会


4月1日（日）13：00～


　ＳＫプラザ地下ホール


　　（飯田橋駅東口5分）





�


　　�





上映会のお申し込み・お問い合わせ


ビデオプレス：Tel03-3530-8588


              Fax03-3530-8578


メール：� HYPERLINK "mailto:mgg01231@nifty.ne.jp" ��mgg01231@nifty.ne.jp�


サイト：htt://www.vpress.jp








会計からの報告とお願い











�





同封の要請ハガキを大至急投函願います。切手代カンパでよろしく。





�





　　次回裁判の予定


5月16日（水）11：00～


河原井（停職1ヶ月）根津（停職3ヶ月）第4回裁判　


　　　722号法廷





5月29日（火）13：30～


河原井（減給1ヶ月・6ヶ　


　　　　月）第2回裁判


　　　710号法廷








3/23に都教委による事情聴取がありましたので、3月30日（金）


には処分発令が行なわれそうです。時間はまだわかっていませんが、場所は水道橋の総合技術教育研修センター（都立工芸高校隣）だと思われます。


お問い合わせは


090-3543-8743　根津まで
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